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嶺電工業株式会社
防水工事・一般電気設備工事 特定化学物質：ゼロ

有機溶剤：ゼロ
施工時CO2排出量：ゼロ
施工時の臭い・煙：ゼロ1液の常温改質アスファルトと改質アスファルトルーフィングを

組み合わせた、常温アスファルト防水です。「E-1」「E-2」工法で
技術審査証明を取得しております。

防水技術特集

防水技術特集
三
ツ
木　
2
0
2
5
年
３
月
時
点
の

デ
ー
タ
に
よ
り
ま
す
と
、
全
国
の
官

庁
施
設
は
約
１
万
2
6
0
0
施
設
、

総
延
べ
面
積
は
約
4
9
0
0
万
平

方
㍍
に
及
び
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
築

後
30
年
以
上
を
経
過
し
た
施
設
の

割
合
が
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
老
朽
化
の
割

合
は
増
加
し
て
い
く
見
込
み
で
す
。

現
状
の
老
朽
化
の
程
度
を
測
る
た

め
、
外
壁
の
劣
化
や
漏
水
の
影
響
、

設
備
機
器
の
状
況
な
ど
を
確
認
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
部
位
の
う

ち
１
つ
以
上
で
老
朽
化
の
兆
候
が

見
ら
れ
る
施
設
が
全
体
の
５
割
を

超
え
て
い
ま
す
。
た
だ
ち
に
建
物

が
使
え
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
老
朽
化
が
着
実
に
進

行
し
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
官

庁
施
設
は
災
害
時
の
応
急
対
策
活

動
や
、
地
域
の
社
会
経
済
活
動
を

支
え
る
重
要
な
拠
点
で
す
の
で
、

将
来
に
わ
た
っ
て
そ
の
機
能
を
計

画
的
に
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
極

め
て
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

三
ツ
木
　
対
策
は
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

の
両
面
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
ま

ず
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
は
、
整
備

局
が
自
ら
施
設
整
備
を
担
当
す
る

建
物
に
つ
い
て
、
戦
略
的
な
維
持

管
理
・
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
一
定
の
エ
リ
ア
ご
と
に

存
在
す
る
官
庁
施
設
を「
群
」と
し

て
捉
え
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
観
点
か
ら
地
域
ご
と
の「
官

庁
施
設
整
備
構
想
」を
策
定
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
施
設
ご
と

に
長
寿
命
化
し
て
長
く
使
う
の
か
、

あ
る
い
は
建
て
替
え
る
の
か
と
い

う
方
向
性
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

長
寿
命
化
を
図
る
施
設
に
対
し
て

は
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を
意

識
し
つ
つ
、
建
物
の
寿
命
に
大
き
く

影
響
す
る
防
水
や
外
壁
、
そ
し
て

防
災
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
系
の
設
備

に
対
し
て「
長
寿
命
化
改
修
事
業
」

を
実
施
し
、
劣
化
の
進
行
を
緩
や

か
に
し
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
対
策

は
、
各
省
庁
の
施
設
管
理
者
に
対

し
て
適
切
な
維
持
管
理
が
で
き
る

よ
う
、
保
全
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
毎
年
度「
保
全
実
態
調
査
」を

実
施
し
、
保
全
状
態
が
良
好
で
な

い
場
合
は
必
要
な
取
り
組
み
を
促

す
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

い
つ
・
い
く
ら
で
修
繕
す
る
の
か
を

ま
と
め
た「
中
長
期
保
全
計
画
」の

作
成
を
指
導
し
て
お
り
、
調
査
結

果
で
は
ほ
と
ん
ど
の
施
設
で
作
成
・

運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
、
各
省
庁
の
意
識
の
高
ま
り
を

感
じ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
年
１

回「
官
庁
施
設
保
全
連
絡
会
議
」を

開
催
し
、
自
治
体
も
含
め
た
職
員

へ
適
切
な
保
全
に
必
要
な
講
習
や

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

三
ツ
木
　
政
府
実
行
計
画
に
基
づ

き
、
建
築
分
野
で
も
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
東
北

地
方
整
備
局
で
は
、
新
築
の
設
計

業
務
に
お
い
て
、
基
準
エ
ネ
ル
ギ
ー

か
ら
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
40
㌫
以
上

削
減
す
る「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ

ｎ
ｔ
ｅ
ｄ（
ゼ
ブ
・
オ
リ
エ
ン
テ
ッ

ド
）」以
上
の
レ
ベ
ル
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
。
一
部
の
事
業
で
は
、
さ

ら
に
高
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
50
㌫
以

上
削
減
の「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｄ

ｙ（
ゼ
ブ
・
レ
デ
ィ
）」を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
Z
E
B
化

の
推
進
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

を
抑
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
屋

上
な
ど
の「
高
断
熱
化
」が
非
常
に

重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

運
用
の
段
階
だ
け
で
な
く
、
資
材

の
製
造
か
ら
解
体
に
至
る
建
物
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
脱
炭

素
化
を
目
指
し
、
設
計
業
務
の
一
部

で「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
カ
ー
ボ
ン
」

の
排
出
量
算
定
を
先
行
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

三
ツ
木
　
建
築
B
I
M
を
含
め
た

建
築
・
都
市
の
D
X
、
現
場
の
自
動

化
・
省
力
化
を
目
指
す「
ｉ
―
Ｃ
ｏ

ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
2
・
0
」

な
ど
の
動
き
を
踏
ま
え
、
営
繕
事

業
で
も
生
産
性
向
上
技
術
の
活
用

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
建
築
分
野

の
効
率
化
・
省
人
化
技
術
は
民
間

主
導
で
開
発
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

た
め
、
そ
れ
ら
が
営
繕
工
事
で
も

導
入
さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
制
度

的
な
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
工
事
の
入
札（
総
合
評
価
落

札
方
式
）に
お
い
て
、
プ
レ
キ
ャ
ス

ト
化
や
自
動
化
施
工
な
ど
の
生
産

性
向
上
に
関
す
る
技
術
提
案
が
あ

れ
ば
加
点
評
価
す
る
仕
組
み
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
際

に
施
工
さ
れ
て
効
果
が
確
認
さ
れ

た
場
合
は
、
工
事
成
績
評
定
で
も

加
点
し
、
積
極
的
な
活
用
を
促
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
発
注
時
の
仕

様
が
従
来
タ
イ
プ
で
あ
っ
て
も
、
受

注
者
か
ら
同
等
の
品
質
・
性
能
が

確
保
で
き
る
提
案（
プ
レ
キ
ャ
ス
ト

化
や
ユ
ニ
ッ
ト
化
な
ど
）が
あ
れ
ば
、

監
督
職
員
と
の
協
議
の
上
で
変
更

を
柔
軟
に
認
め
て
い
ま
す
。
防
水

工
事
に
関
し
て
も
、
既
存
の
防
水

層
の
状
況
に
応
じ
て
、
よ
り
適
し

た
方
法
を
受
注
者
か
ら
積
極
的
に

提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

三
ツ
木
　
３
D
プ
リ
ン
タ
ー
は
万

博
な
ど
で
も
施
工
例
が
あ
り
、
省

力
化
の
観
点
か
ら
注
目
し
て
い
ま

す
が
、
強
度
や
品
質
、
施
工
精
度
の

確
保
が
ど
こ
ま
で
確
認
で
き
る
か
、

ま
だ
整
理
が
必
要
な
段
階
と
見
て

い
ま
す
。
た
だ
、
技
術
の
進
展
は

非
常
に
早
い
の
で
、
情
報
収
集
を

行
い
な
が
ら
、
部
分
的
な
提
案
が

あ
れ
ば
評
価
を
検
討
し
て
い
き
た

い
で
す
。
木
造
化
に
つ
い
て
は
、
国

の
施
設
は
災
害
時
の
応
急
対
策
拠

点
と
な
る
も
の
が
多
い
た
め
、
防
火

や
コ
ス
ト
、
技
術
が
特
定
の
者
に
限

定
さ
れ
る
と
い
っ
た
制
約
が
あ
り
、

大
規
模
な
純
木
造
の
導
入
に
は
難

し
さ
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
低
層

の
建
物
な
ど
制
約
の
少
な
い
部
分

か
ら
進
め
て
お
り
、
直
近
で
は
福

島
税
務
署
会
議
棟
を
木
造
で
整
備

し
ま
し
た
。
ま
た
、
内
装
の
木
質

化
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
ほ
ぼ
す
べ

て
の
事
業
で
少
な
か
ら
ず
取
り
組

ん
で
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
お
け
る
大
き
な
手
段
と
し
て

推
進
し
て
い
ま
す
。

三
ツ
木
　
建
設
業
界
全
体
、
そ
し
て

防
水
工
事
業
の
よ
う
な
専
門
工
事

業
に
と
っ
て
も
、
担
い
手
不
足
は
非

常
に
深
刻
な
課
題
で
す
。
営
繕
事

業
で
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
や

週
休
２
日
の
確
保
と
い
っ
た
働
き

方
改
革
の
推
進
、
賃
上
げ
に
資
す

る
処
遇
改
善
、
D
X
活
用
に
よ
る

負
担
軽
減
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る

業
界
づ
く
り
を
後
押
し
し
て
い
ま

す
。
本
年
度
か
ら
は
、
週
休
２
日

を
大
前
提
と
し
た
工
期
設
定
に
加

え
、
実
際
の
施
工
時
期
や
時
間
帯

に
つ
い
て
、
受
発
注
者
間
で
柔
軟
に

協
議
で
き
る
多
様
な
働
き
方
の
支

援
も
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
整

備
局
が
発
注
し
た
工
事
に
お
い
て
、

元
請
企
業
だ
け
で
な
く
、
実
際
に

現
場
を
支
え
た
専
門
工
事
業
の
優

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
老
朽

化
対
策
を
進
め
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
建
設
業
界
の

担
い
手
確
保
や
処
遇
改
善
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

建
設
D
X
や
新
技
術
の
活
用
、

生
産
性
向
上
に
向
け
た
動
き
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
防
水
工
事
に
携
わ
る
専

門
工
事
業
者
の
方
々
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
D
プ
リ
ン
タ
ー
や
木
造
建
築
の

活
用
に
対
す
る
見
解
は
。

官
庁
施
設
の
老
朽
化
の
現
状
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

建
築
分
野
、
特
に
営
繕
事
業
に

お
け
る
環
境
対
策（
Z
E
B
推

進
な
ど
）の
取
り
組
み
は
い
か
が

で
す
か
。

東北地方整備局三ツ木浩剛営繕部長インタビュー

秀
な
技
能
者
の
方
々
を
対
象
と
し

た
表
彰
を
行
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。
防
水
工
事
な

ど
に
携
わ
る
方
々
に
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
た
だ
き
、
工
事
の
魅
力

を
発
信
す
る
一
助
に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

三
ツ
木
　
建
築
物
は「
水
と
の
戦
い
」

で
あ
り
、
水
を
防
ぐ
こ
と
が
建
物

を
守
る
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
ひ
び
が
入
り
、
内

部
の
鉄
筋
が
錆
び
て
躯
体
の
強
度

が
落
ち
て
し
ま
う
前
に
、
防
水
層
の

寿
命
と
言
わ
れ
る
10
〜
15
年
の
ス

パ
ン
で
、
予
兆
が
あ
る
段
階
か
ら
適

切
に
手
を
入
れ
て
い
く
こ
と
が
、

建
物
の
長
寿
命
化
に
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
こ
う
し
た
改
修
に
よ
る
老

朽
化
対
策
を
円
滑
に
進
め
る
た
め

に
は
、
防
水
工
事
に
携
わ
る
皆
さ

ま
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
整

備
局
が
発
注
す
る
工
事
情
報
を
ご

覧
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
入

札
へ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
優
れ

た
技
術
力
と
施
工
力
に
、
大
き
な

期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。

計
画
的
な
改
修
と

適
切
な
維
持
管
理
が
不
可
欠

官
庁
施
設
の
約
6
割
が
築

30
年
以
上
と
な
る
中
、東
北

地
方
整
備
局
営
繕
部
で
は
、

防
水
改
修
や
保
全
指
導
な

ど
の
老
朽
化
対
策
、Z
E
B

化
や
D
X
の
推
進
な
ど
時

代
に
即
し
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。施
設
機
能
を
将

来
に
わ
た
り
維
持
す
る
に
は
、

計
画
的
な
改
修
と
適
切
な

維
持
管
理
が
不
可
欠
と
な

る
。三
ツ
木
浩
剛
営
繕
部
長

に
、老
朽
化
対
策
の
現
状
や

防
水
工
事
の
重
要
性
、建
設

業
界
の
担
い
手
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

聞
い
た
。

み
つ
き
・
ひ
ろ
た
か

1
9
7
0
年
７
月
生
ま
れ
。
東
京
都

葛
飾
区
出
身
。
95
年
東
京
工
業
大
学

（
現
・
東
京
科
学
大
学
）大
学
院
修
了

後
、
旧
建
設
省
に
入
省
。
近
畿
地
方

整
備
局
営
繕
部
計
画
課
長
、
国
土
交

通
省
大
臣
官
房
官
庁
営
繕
部
設
備
・

環
境
課
企
画
専
門
官
、
同
設
備
技
術

対
策
官
な
ど
を
経
て
、
2
0
2
5
年

７
月
か
ら
現
職
。
56
歳
。

略
歴

▲計画的な改修の実施
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代表取締役  熊谷  教央

総合防水工事業

盛岡市上田字松屋敷24-5
TEL.019-662-5354  FAX.019-662-7831

E-mail  info@anks.co.jp

(一社)全国防水工事業協会員
建築防水・躯体防食・床版防水

代表取締役  宍田  利成

代表取締役  浅野目 孝之

〒020-0846  盛岡市流通センター北1-10-11
TEL.019-639-0411　FAX.019-639-1137
https://www.maruesu.info/ E-mail:main@maruesu.info

調査・診断から提案・計画・施工
総合防水工事

秋田県湯沢市字祝田145-7
TEL.0183-72-0038　FAX.0183-73-3319

minoru@yutopia.or.jp

代表取締役  伊藤　稔

（本社）青森県五所川原市大字湊字船越344-12
TEL.173‐34‐4309  FAX.0173‐34‐4316

代表取締役  松山  昇榮

有限会社 環清工業

代表取締役  野口  久榮

〒010-0921 秋田市大町2丁目7番26号
TEL.018-864-4561㈹  FAX.018-864-4564

Total interior & Waterproof design

株式会社アンクス

 〒984-0015 仙台市若林区卸町一丁目5-8
TEL.022-236-6768　FAX.022-239-1082

所長  升本  茂樹

北原建材工業株式会社
防水工事・外壁補修工事

仙台営業所

日新商事株式会社

本　　社／〒983-0833 仙台市宮城野区東仙台７-13-6
　　　　　TEL.022（295）9895  FAX.022（295）9897
石巻出張所／〒986-0881 宮城県石巻市明神南10-1
　　　　　TEL.0225（96）0421  FAX.0225（96）0484
URL   https://www.nissin88.net/

総合防水工事・コンクリート構造物 補修補強

建築・防水をハートメイクする
超速硬（瞬間硬化型）スプレー工法施工店

〒026-0001 岩手県釜石市大字平田第3地割61番地24
TEL.0193-26-6880  FAX.0193-26-5660
http: //www.eiwa-heartmake.com/
E-mai l :  e iwa-2@celery.ocn.ne. jp

代表取締役社長  佐々木 強

防水技術特集

各県団体トップに聞く

当協会は昨年創立30年
という節目を迎えることが
できました。これもひとえ
に全国防水工事業協会、東
北各県防水工事業協会、当
県協会員、関係機関の方々
のご支援あってのことと存
じます。
周年事業といたしまし

て、青森県シーリング防水協会と研修旅行を共催し、
大阪・関西万博を訪問しました。万博のテーマは「い
のち輝く未来社会のデザイン」とあり、私たち防水工
事業も未来へ向けて次世代の子供たちに何を伝え何
を残していくのか、いろいろと考える気付きとなりま
した。その中には、人間と機械やＡＩとの共存の仕方
に関わる展示もあり興味深い内容でした。
防水工事の機械化は現在それほど進んでいません。

しかしながら少子高齢化が叫ばれて久しいわが国に
おいては、避けては通れないテーマです。どの部分に
機械が介入しても人間の施工する能力や最後は人が

防水業界へ次世代を導く

会長　大久保 英樹青森県防水工事業協会

チェックをすることはこの先も大切だと思います。
そのためには、若い世代を防水業界へ導くこと、既

に業界にいる若い世代を育てていくこと(スキルアッ
プ)が肝要であります。
当協会では、年２回の技能検定および事前のトライ

アルの実施と運営を行いました。
その他にも、防水業が魅力ある業種となるよう引き
続き会員一同とともに活動していく所存です。
直近の課題として、イラン情勢に伴い原油がわが国

に入らないことを起因としたかつてないナフサ不足に
陥っています。ご存じの通り各種防水材料や副資材
の生産供給が滞っています。海外からの資源に頼り
かつ依存先が中東に集中している脆弱（ぜいじゃく）
性が露呈した形です。
イラン情勢が落ちつくまでこの状況は続くかと思い

ますが、その先として、資源の供給リスク分散や、ナ
フサに頼り過ぎない環境配慮に優れた防水材料の開
発および普及も望まれます。そのために私たちからも
知恵を出し合い未来へと繋がっていければと切に願
います。

当組合では、組合活動の
柱である技能者育成におい
て、継続的に技能検定受験
者への学科・技術講習会を
実施し、受験予定者の技術
習得・向上を図っておりま
す。
また、県内建設各団体と

ともに行う自治体への要望活動においては、入札制度
問題や検定機会維持のほか、若手を雇用育成する中
小・零細企業に対する具体的経営支援を要望し、防
水専門業者の企業経営にもメリットをもたらすための
活動を展開しています。
現場の最前線でものづくりにあた る防水施工の技
術者である「防水施工技能士」を認定する技能検定試
験は、受験者数・受験機会ともに年々先細りにありま
す。この背景には若年者の入職数低下が直結してお
り、いわゆる担い手不足というものが日々技術の継承

技能者育成と企業経営を支援

理事長　三上　誠岩手県防水工事業協同組合

に影響を及ぼしている状況にあります。
私どもは積極的な雇用と啓蒙により受験者数を増
加させるとともに、県や職業能力開発協会へ検定機
会の従来同様のレベルでの維持を働きかけてゆかな
ければなりません。また、雇用および雇用維持は小規
模企業にとって容易ならぬものであり、雇用や人材育
成について積極的に取り組む企業についてしっかりと
した公的支援策が図られるよう、今後も働きかけを展
開していかなければなりません。
防水工事は１年を通じ屋外で施工に当たることが
大半である非常に厳しい職場です。しかし、建物を劣
化させる外的要因から建物を守る技術は防水工事に
あり、数々の社会資本を保全するというやりがいと喜
びを強く認識し、今後もこれら諸問題の解決と県内防
水施工会社の維持・成長に寄与できる活動を展開し
てまいりたいと考えております。

2025年秋、多くの人々が
間もなく顔を見せる太陽を
待ち望んでいた。しかし、
今回もまた暗雲が広がっ
た。そんな中、彼女の一念
が通じたのか、かすかな東
雲（しののめ）が見えた。
昨今、原油の輸入停止に

より、石油化学の基幹素材であるナフサが市場から姿
を消した。われわれの身の回りのありとあらゆる製品
はナフサ由来であり、防水業の生業である防水材もま
た、市場から消失したのである。
「土方を殺すには刃物はいらぬ、雨が三日も降れば
よい」という言葉を聞いたことがある。今、防水屋を
殺すには、いや、全ての経済を止めるにはナフサを消
せばよいのだ。「人・物・金」のどれか一つが欠けても
経済は回らない。
ナフサの欠如が経済をいかに壊滅させるか、われわ

経験したことのない事態に直面して

代表　浅野目 孝之宮城県防水工事業協会

れは身をもって知ることとなった。「長期間の供給不
足はないのではないか」「どこかで妥協せざるを得な
いのではないか」―そんな不安が胸を去来する。
現在、防水業者は一式請負、手間請負を問わず、窮
状（きゅうじょう）に瀕（ひん）してはいないだろうか。
自己資本があれば雇用は維持できる。毎月必要な固
定費の6カ月分以上を確保しておくことが、経営の基
本であると改めて痛感する。もちろん自己資本は多
いに越したことはない。自己資本比率の大切さが、い
ま、これほどまでに重く響く。
次に来る危機は、職人不足の深刻化かもしれない。

いつのことだったか、型枠工、鉄筋工、コンクリート工、
左官工、電工など、あらゆる職方が廃業し、工事の終
わりが見えなくなった光景を思い出す。われわれ防
水業の未来は、この荒波をいかに乗り越えるかにか
かっている。

　現在、世界中が中東情勢
の不安定化による原油価格
の高騰や供給不安というリ
スクに直面しており、混乱
の長期化による世界経済へ
の悪影響が大いに懸念され
るところです。
　われわれ防水工事業界に

ついても例外ではありません。防水材や塗料などは、
その多くが石油由来のナフサを原料としており、供給
遅延や価格高騰などが業界を直撃し、先行きが不透
明な状況が続いています。１日も早い終息を願わず
にはおれません。
　防水工事は、建築物の耐久性向上に重要な役割を
担っており、施工技術の向上と次世代への継承は必
要不可欠です。技能者の高齢化が猛スピードで進行
する業界においては、先が見通せない状況であっても、
人材育成の歩みを止めるわけにはいきません。

若手技術者の育成に注力

代表理事　金澤 正夫福島県総合防水工事業協同組合

　建築防水施工業者のプロ集団である当組合では、
福島県職業能力開発協会から技能検定業務の委嘱を
受けており、技能検定合格に向けた予備講習なども
実施し、積極的に「技能士」の育成を進めています。
　当組合が昨年度実施した技能検定では、前・後期
合わせて新たに８職種29人の技能士が誕生しました。
　建物やインフラのメンテナンス需要が高まり続けて
いる防水工事業は、成長していく魅力ある業界です。
今後も若手技術者の育成に注力し技術に優れた技能
士の確保に努めていきます。
　今後とも当組合では、建物のオーナー・ユーザー様
の立場に立って、建築物の劣化チェック、改修計画の
立案、見積、そして実際の施工から万全のアフターケ
アまで、業界トップレベルの製品と技術力で遂行して
まいります。

協会が行ったさまざまな人材育成と技術講習
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トップインタビュー

東北支部長
宍田 利成

一般社団法人 全国防水工事業協会東北支部

防水工事業の健全な発展に向けて
当協会は防水工事業の健全な発展

を図り、もってわが国建設産業の発展
と国民生活の向上に寄与することを
目的とし、1974年7月、任意団体全国
防水工事業団体連合会として発足い
たしました。その後、建設大臣届出、
社団法人改組、一般社団法人移行を
経て、防水工事業の専門工事団体と
しては唯一国土交通省に認められた

団体として運営されております。
当協会では防水施工管理技術者認
定試験、登録防水基幹技能者講習、
CCUS能力評価、防水施工法の出版な
ど多岐にわたる活動を展開しており、
現在では国土交通省「労務費に関する
基準」制定にあたり、同省との協議を
重ねながら各防水工法における歩掛
算定による「標準見積書」の策定にあ

たっております。
東北支部においては、国土交通省
東北地方整備局から提供いただく最
新情報に基づく意見交換や工事業者
側から見た諸問題についての各種要
望、会員会社の継承者・若手育成を目
的とした次世代研修、時節の課題を
題材とした勉強会開催などを通じ、経
営環境変化に伴う対応や、法令改正・
新制度に対する研修の取り組みなど
の活動を展開しております。

さまざまな問題が山積する昨今で
すが、現存する社会資本の保全を図っ
ていくためには、外的劣化要因から構
造物を保護する高品質な防水施工が
必須であり、これを確実に継続提供し
ていくためには防水施工業者が健全
経営され、かつ担い手の確保育成が
円滑に進み技術継承がなされていく
ことが重要となります。そのための具
体策として、安定した材料供給、適正
な労務費の支払い、必要な費用の適

正な価格転嫁等は、「いま対策し、解
決しなければならない重要課題」であ
り、これらの解決に努め、防水施工業
者の経営の一助となり防水業界の継
続発展へ寄与する活動を推進して、ま
いりたいと考えております。
今後も防水工事業界の継続、発展

にご指導を賜りますよう、よろしくお
願い申し上げます。

斎藤 祐治

日本アスファルト防水工業協同組合 関東支部東北地区

防水技術と組合価値の向上へ
防水業界においては、建設業界と同
様に人手不足が深刻化していること
に加え、中東情勢の緊迫化により建設
資材が大幅に値上がりしており、工事
費の高騰が続いております。この負
担の増加をいかに工事費に反映して
転嫁していくのかが喫緊の課題となっ

ております。2025年度の組合活動で
は、通常総会や各委員会もつつがなく
開催することができたほか、日本アス・
日新防水技術者養成校を開校し、研
究部会連合会も名古屋で開催するこ
とができました。しかし、業績といた
しましては24年度からの新規物件が

中心であるため、25年度は工事量が
少なく1年を通じて前年実績を下回る
水準で推移しました。
技術力向上のための取り組みとし

て、新規就労者を確保するのが難しい
状況で、特にアスファルト防水に関し
ては、以前からの担い手不足が深刻化
していることから、人材確保のための
待遇改善と工法の見直しによる省力

化が急務とされています。
こうした状況を踏まえ、当組合にお

きましては、ことし6月に日本アス・日
新防水技術者養成校を開校するとと
もに、各支部研究部会を通じて技術研
修会を実施し、人材育成と施工技術の
向上を図ってまいります。また、ホー
ムページで各種工法の施工動画配信
を行い、日本アス防水仕様の習得にご

活用いただくことを期待してます。
26年度におきましても、当組合は社
会的諸問題に対応した各工法の独自
技術を差別化のための武器として位
置付け、組合員各自の高度な施工能
力をもって安全性の高い防水層を確
実に施工することで、組合員の地位向
上と組合の存在価値を高めてまいり
ます。

理事長
田村 哲朗

東北防水改修工事協同組合

建物の安全を守る専門技術で社会に貢献
東北６県の防水工事専門業者で組
織される当協同組合は、厳しい気候風
土の中、地域の雨から大切な資産を
守ることを使命として、日々技術を磨
き続けております。
近年は激甚化する自然災害への対
策に加え、建物の長寿命化を通じた
「カーボンニュートラルへの貢献」が強
く求められています。そこでことしは、

防水機能を飛躍的に長寿命化する新
工法の普及に全力を注ぎます。適切
な維持管理により建物の寿命を延ば
すことは、将来的な建物の解体や建て
替えに伴う膨大なCO2排出の抑制に直
結します。さらに、遮熱・断熱機能を
持つ付加価値工法の導入を推進し、
建物の省エネ化と持続可能な社会の
実現に寄与してまいります。

また、私たちはこのような「環境へ
の配慮」と「深刻な人手不足の解消」
という業界の課題に対し、組織の力を
結集して立ち向かいます。施工の省
力化・高効率化をもたらす新技術の導
入や、組合主導のDX（デジタルトラン
スフォーメーション）推進等を加速さ
せることで、生産性向上と組合員企業
の連携も強固なものにいたします。
強みである「確かな技術力」の継承

にも妥協はしません。新工法に対応

した技術講習会を定期開催して東北
全域の施工クオリティを高い水準で平
準化するとともに、国家技能資格の取
得を全面的に支援します。
同時に、「誰もが働きやすい職場環
境づくり」を徹底します。現場の安全
管理はもちろん、女性や若手が安心し
て活躍できる職場環境の維持改善を
推進に注力します。心身ともに健康
で長く働ける環境を整え、職人が誇り
を持てる業界へと進化させたいと考

えます。
高度な技術力、環境への貢献、そし

て誰もが輝ける組織力で、地域の皆さ
まから「任せて安心安全」と信頼され
る存在であり続け、ことしも東北6県
の確かな未来に貢献してまいります。
今後とも皆さまの温かいご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

理事長
髙橋 真里

東北シーリング工事業協同組合

働きやすい職場環境を整備
われわれの携わるシーリング防水
工事業界は、建物の防水性や気密性
を確保し、長寿命化に貢献する重要な
専門工事分野です。
住宅やマンション、オフィスビル、
公共施設など幅広い建築物において、
外壁の目地やサッシ周りなどにシーリ
ング材を施工し、雨水や空気の侵入を
防ぐ役割を担っています。近年では
建物の老朽化に伴う改修・メンテナン
ス需要の増加により、その重要性はさ
らに高まっています。
この業界の発展には、人材の確保と

育成、技術力向上が欠かせないと考
えます。シーリング防水工事は施工
品質が建物の耐久性に直結するため、
若手技能者へのOJTや技術研修を通
じて、技術のみならず被着体に対して
の材料知識を着実に継承していくこと
が重要です。また、施工技能士や施
工管理技士などの資格取得を支援し、
技能や知識の向上を促すことも必要
です。さらに、熟練技能者が培ってき
た経験や現場調整能力やノウハウを
動画やマニュアルとして記録し、可視
化して組織的に技術継承を進める取

り組みも求められています。加えて、
安全教育の充実も重要な課題です。
高所作業を伴うことが多いため、フル
ハーネスの使用や危険予知活動、熱
中症対策などを徹底し、安全意識の
高い人材を育成することも不可欠で
す。
近年では、タブレット端末やクラウ

ドシステムを活用した施工管理、写真
管理、情報共有など、デジタル技術の
導入も進んでおり、業務効率化や品
質向上に役立っています。また、持続
的な業界発展のためには、働きやすい
職場づくりが重要ですし、安全で安心
して働ける環境の整備に加え、週休２

日制の推進や有給休暇取得の促進な
ど、働き方改革への対応が求められて
います。さらに、技能や資格、経験に
応じた適正な評価制度や処遇改善を
行い、将来のキャリアパスを明確にす
ることで、若手人材の定着につなげる
ことができます。
職場内のコミュニケーション活性化

やハラスメント防止、多様な人材が活
躍できる環境整備も重要だと考えま
す。女性や外国人材を含む幅広い人
材が安心して働ける職場を実現する
ことで、人材確保の裾野を広げること
ができます。
シーリング防水工事業界が今後も

社会に貢献し続けるためには、技術力
の向上と人材教育、安全管理の徹底、
併せて働きやすい職場環境の整備を
一体的に進めることも重要です。建
物の安全と資産価値を守る専門技術
者としての魅力を高め、持続可能な業
界の発展につなげていくことを期待し
ますし取り組んでまいります。簡単に
は書きましたが、これらを全てクリア
するには企業経営層や組合員の意識
改革もそうですが、膨大な時間と実行
力が求められると考えますし、これら
を実践できなければ、業界としても大
きく衰退と繁栄の２極化がさらに進む
のではないかと考えます。

理事
木村 義知

東西アスファルト事業協同組合東北支部

現場の風通しが生む、確かな防水品質
東西アスファルト事業協同組合東
北支部の活動内容としては、長寿命・
高耐久・環境配慮向上を掲げ、アス
ファルト防水の最先端工法であるプラ
イムアス工法の技術研修を行います。
組合員の技術力向上を目指し技能講
習会、営業職員と技能員向けにプライ

ムアスの採用事例紹介と施工上の注
意点やポイントについてデモンスト
レーションを行います。また、東北6
県各地において施主・設計・ゼネコン
を対象にセミナーを開催し防水工法
について勉強会を開催し防水知識の
啓蒙活動を図ります。

人材育成、技術力向上に向けた取
り組みは、2023年より３年連続グルー
プワークによる防水仕様提案や外部
講師によるディスカッションを行い、
組合員の人材育成を行っています。
また、夏場のアスファルトの施工現
場は、過酷な暑さとの戦いになります。
現場で働く技能員が、安全に作業でき
るように各組合員へウォータージャグ

とスポーツドリンクの粉を配布してい
ます。組合では、熱中症対策を直接
的に支援しており、こうした小さなサ
ポートの積み重ねが安心して働ける現
場環境作りの第一歩と進めています。
このほか、同業他社ではありますが、
東北の防水工事業界を支える仲間と
して暑気払いや忘年会を開催してい
ます。普段、会議室では話せないよう

な現場の問題、働き方開拓（改革）な
どの対応を気軽に相談しあえる関係
性を築くことが重要だと考えていま
す。
この「日頃の風通しの良さ」こそが
組合員同士の重要なコミュニケーショ
ンの基盤になっていると考えていま
す。



〒992-0038 山形県米沢市城南3丁目3番10号
TEL.0238-23-8321㈹  FAX.0238-24-4759

E-mail: bousui-i@ms3.omn.ne.jp

代表取締役  伊藤  貴博仙台市太白区恵和町30-13
TEL.022-229-2887  FAX.022-229-8878

代表取締役  葛西  秀樹
イトウ防水工業株式会社
・土木 ・建築防水 ・内外塗装 ・吹付工事

代表取締役  髙橋  直幹
本　社　〒997-1321 山形県東田川郡三川町大字押切新田字五反98-1
 TEL 0235-68-1816　FAX 0235-68-1817
庄　内　〒999-7781 山形県東田川郡庄内町余目字三人谷地212-4
 TEL 0234-28-8606　FAX 0234-28-8607
仙　台　〒984-0037 宮 城 県 仙 台 市 若 林 区 蒲 町 東 9 - 2
 TEL 022-357-0719　FAX 022-357-0818

山形県知事許可（般－5）第701597号

代表取締役  石井  良行
〒999-7631 山形県鶴岡市八色木字西野337-3

TEL.0235-64-5799   FAX.0235-64-5793
HP  https://bikentsu.wp-x.jp

有限会社 備 研
各種防水・塗装・左官

〒963-8071 福島県郡山市富久山町久保田字宮田100番地
TEL.024-953-4141　FAX.024-943-1322

E-Mail:info@k-sealing.co.jp

会　　　長  金澤  正夫
代表取締役  金澤  尚也 代表取締役  松本  健一

〒963-4435 福島県田村市船引町大倉字上大倉115番地
TEL.0247-61-6866　FAX.0247-61-6876

代表取締役  蜂谷  雅俊

〒963-0547 福島県郡山市喜久田町卸二丁目26番地1
TEL.024-963-1230  FAX.024-963-1239

代表取締役  藤岡  真伍

〒999-3101 山形県上山市金瓶字北17-4
TEL.023-679-2315　FAX.023-679-2318

安全安心を、 超える挑戦。

防水工事/外壁改修工事/耐火被覆工事/塗装吹付工事ほか

●㈳全国防水工事業協会   ●宮城県防水工事業協会
●エスシート防水工業会    ●東西アスファルト事業協同組合
●東北防水改修工事業協同組合

バンデックス防水工業会東北支部

■本社　〒168-0074 東京都杉並区上高井戸一丁目2番9号  
　　　　  TEL.03（6379）6581 FAX.03（6379）6541  http: / /vandex.jp

㈱青建防水工業 TEL.017（788）4343
開　　發　　㈱ TEL.018（824）2233
㈲ 秋 田 止 水 TEL.018（834）4020
奥 羽 工 業 ㈱ TEL.019（624）6333

㈲ 燦 ケ ミ カ ル TEL.019（648）1675
北原建材工業㈱仙台（営） TEL.022（236）6768
中外商工㈱東北支店 TEL.022（375）5656
㈲東北ケミカル工業 TEL.022（229）2887

日本バンデックス㈱はコンクリート躯体処理工法のプロフェッショナルです。

バンデックスBZシステム（無機質系耐酸防水防食材）
特長

●無機質系及び無溶剤系の材料を使用する「環境にやさし
い」工法です。

●下地が湿っていても施工が可能であり、新設はもちろん
補修・改修工事にもご採用いただけます。

●塗布工程が少ないので工期の短縮が可能です。
●有機酸対応のトップコートを使用するので、下水道施設
のみならず、厨房排水槽等への施工も可能です。

バンデックスBZ
システムは耐硫
酸塩性と防水性
を有する革新的
複合型塗膜防食
工法です。

田 村 建 材 ㈱ TEL.0246（26）3121
山 建 工 業 ㈱ TEL.023（633）3003
イトウ防水工業㈱ TEL.0238（23）8321

東北シーリング工事業協同組合 理事長  髙橋 真里

〒981-1232 宮城県名取市大手町5丁目12-5 大手町ビル2-B  電話 022（302）4728　FAX 022（302）4784
touhoku_sealing@yahoo.co.jpE-mailhttps://touhoku-sealing.jp/ URL

事務局

㈱ 旭 シ ー リ ン グ
㈱ エ ス シ ー リ ン グ
㈱ イ ニ テ 工 業 所
㈱ ギ コ ウ
㈲ 東 北 テ ク ノ
㈱ 日 　 　 昇
㈱ 東 北 丸 本
㈱ S W C
桜 シ ー リ ン グ 工 業
㈲シーリングタナカ
㈲ 環 清 工 業
㈲ 田 口 シ ー リ ン グ

東 北 化 工 ㈱
㈱ 藤 和 シ ー ル 工 業
㈱ 三   國
㈲ 泉 工 業
㈲ ク マ プ ロ
㈲コーク・シール工業
㈱ 小 山 商 店
㈲ 四 戸 防 水 工 業
㈱ 日 建 美 装
㈱ エ ム ケ ー シ ー ル
㈱ 二 瓶 シ ー ル 工 業
㈱タダキシール工業

会員24社

TEL 0229（56）4401
TEL 022（355）5744
TEL 022（383）3621
TEL 022（352）0440
TEL 022（348）6351
TEL 022（396）1531
TEL 022（371）9711
TEL 022（349）5506
TEL 0172（35）3750
TEL 0176（57）1660
TEL 0183（72）0038
TEL 0187（56）3194

TEL 0186（29）2349
TEL 022（290）5179
TEL 018（884）6888
TEL 019（651）4726
TEL 019（613）9122
TEL 019（684）5311
TEL 019（646）9162
TEL 019（688）1229
TEL 023（679）2315
TEL 024（953）5230
TEL 024（943）3823
TEL 024（546）5222

アスファルト防水工法の
明日を創造します。

―――私たちは確かな未来を見据えて、常に「地球にいいこと」を考え続けています―――

防水技術特集

新防水工法／製品紹介


